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長倉唱"'"告訴肘鎚昔嘩長幸村長官唱根守噂鍵ぞ時様相手鵠守穂留肘端H端肘胸骨匂榊唱、

月 間 行事
設F鳴長官慢長官費長官賞邑r費長官嘗長宥寄‘Z噂絹ぞ宅縫ぞ鳴号音場長守噂晶 -・""~、‘

※9月13日(:kJ決医師会館午後7・30

O連絡報告事 (1)第21回周京地区労働安全衛生大

会の開催について (2崎市民師会長会議報告

(3臨床検盆センター協ぷ会

O協議事項 (1)周南灰学格納状況について (2)救

急医療薬品法医療2器具の検.:if

※ 9 月 23日嗣於岩国国際ホテル者~市医師会正副

会長会議出席

※9月27日(:kJ臨時総会於氏側会館午後8・40

(1 )悶尻閃~の附改築について承認を求める件

(2)市川氏院の増改築について承認を求める件

※9月27臼 附学 術必演会於反師会館午後 7・∞

(1臓題 高血圧症の新しい治総法

(2購師宕同国立病院循環器科部長

湊武先生

(3注依光市疾師会後健三共 ・サンド葉品KJ(

※ 9月幻自附例会於~師会館午後 9 ・∞

0協議事項 (1)救急用疾彼器只&.び来品について

(2)学校医部会指導の研修会について

0報告事項 (1)第35問診療所調査実胞について

(2)風疹及びインフルエンザの予防接種について

(3)都市医師会長会議について (4)臨床検査セン

ター協議会 (5)郡巾iiEi1¥IJ会長.l!ll絡協議会 (6¥産

業保健拘当理事協議会 (7)学校保位伺当思rp:協

議会(10月13日J

※9月29日同労務管理について研修会

於下位市市民会館午後 7・30

講師

下総労基署長及び伺当課長

全国労働衛生週間

1. 期 日 10月 l日一 10月7日

2. スローガン

健康はあなたと私の宝もの

自分でつくろう みんなで守ろう

1. 労働衛生の現状と展望

全国労働衛生週間は、昭如25年』ζ第 1[9]を実範

して以来今年で28回を迎える。乙の問、日項の労

働衛生活動は昌実に進歩しており今日では国民の

健康問題に対する関心は以前にもまして高支ると

ともに、週間の活動も-)1'1活発になってきた。

わが国の純済は、先年のオイルショク以来、活

動は低帯し、その凶復の足どりは草く 、依然とし

て厳しいものがある。安定成長を指向するわが国

経済は、労働問題に限ってみても、紙用、労働条

件、験主性疾病など克服すべき採通が山銭してい

る。しかし、かかる状況の中においても国民の生

命と健康の確保は蕊本ゅの紙本である乙とを銘記

すると同時に、あらゆる局面で乙れが出発の基盤

である ζ とを再確認し、人聞が人間として尊重さ

れる豊かな憶祉社会への道を力強くすす支なけれ

ばならない。

職業性疾病の発生は、昭和45年以来 3万人程

度で推移してきていたが、以近では 2・5万人と

減少してきている。しかしながら、新原材料、新

技術等の導入など職業性疾病の発生法因は時代の

進展とともに新たに生れてきており、今後の動

|匂は予断をJ'fさない。とくに一昨年における六価

クロムや塩化ビニール、.6f[~~における聡業他問題、

エポキシ樹脂の使化剤による陣LU、チエンソーな

どの振動工呉による陪刀、さらに、が務機器作業

』ζ広くみられる頚府腕先互依群、 日i稼~・のじん腕問

題、両年齢労働者の急速t.im加やIU調労働者の治

加に伴う新たな健康管!日JlWなどにみられるように、

験場における労働おの健康問題は交すます多線化

し、重要性をt脅している。かかる弱状にかんがみ

労働省としては、すでに、磁場の健lぷ!日l.illc対す

る新しい行政対応として売業医ヤ綜合研究所を設

立し、労働者健肢の保持t首選および職業性疾病の
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に防止し、すすんでより良い環境と俗政を作るた

めの基本条件である。

病因、診星野、予防等に闘する羽倉研究そ行ってい

る。:tた、 職~性疾病の予防からリハビリテ ーシ

ョンに至る乏でーはした行政をすすめるための指

針として駿虫病対革委楠を集定し、体系だった行

政の推進に取り組んでいる。さらに、本年4月か

らは、作業環境l}('J)t法が全面的にb返行され、作業

環境測定七試験の実版、作業廃境線j定後闘の育成

等を行っている。その他、中小金業労働者健康管

JII! 'H;t助成制度の創設等、中小~手総企業の労働者

の健康の確保を凶ることとした。また本年6月、

労働安全術生法およびじん肺法の一部を改正した。

その }=たる内谷は、 ft'、戸物質'のイJ~性調査、 疫学

的調査等の実池、有出物の表示、健康管理手帳の

xf;J対象有の範関等についての充実など職業病対

策の充実強化および労働f野の安全を確保するため

の規定の己主位、じん怖の定義の改正、じん腕lζ係、

る縫阪管f弔のt(分の改正、鎚1M管理のための措置

の充実、じんゆ鍵山診断の笠備充実等である。

2. 労働衛生の展望

κ来、設J主性疾病は生産活動の中』ζ潜在する危険

閃{-，ζぱく露される ζ とによって生ずるものであ

るe しかし駁来性疾病iζ量産怠してから危倹性iζ気

がつくようではおそい。浴在する危険因チを事前

iζ犯射し、取材Jから排除する ζとが肝要である。

それがためには、穫量産者、産業医、衛生管理者

等のスタッフ と~!品で働く .{;i iJ>らなる衛生管理組

織が、 日頃から労働術生lζ閲する研鎖を績み、犠

t誌における保俄活;9)をも2械的にすすめる ζ とであ

ろう。

今年の労働制使:i[!JWJは、 「俊康はあなたと私の

宝もの、臼分でつくろう、みんなで守ろうJとい

うスローガンのれζ泌l射されるとととなった。

すでに労働必の鎚以のIi((!*か叫ばれてから久し

い。他政はfnJものにもかえ難いものである。 すべ

てのQ.u，jで有t!:物のゆ前捕食、作業環境測定とそ

の持{缶、それに基づく環境改善、健康診断などは

舷実に実行され、その結果に蕊づいて、自主的管

苑絢S弘治主イi効』ζ械能しているであろうか。最低送

機を守るという姿勢だけでなく、ζ れらの自主的

苦照システムが段協の手lζ支えられて、十分K活

動する乙と、それが先玄わりして健康障害を未然
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衛生音fl!.スタッフのうちで特に産業医i立、織広

に生じている健康管理」の問泌を専門的な眼でと

らえ、労働者の健iltむ践を行う専門的傾能をもつ

ものであり、新しい*態や聡窃の具体的問題への

適応をi此もの門的iζ*たすものである。そのため

定期巡視や位取診断結果のみ価等がili:要である。

事x切においては、産業医の峨務が十分果たさ

れうるよう縮|製を与えることはもちろん、 そのた

めの体制をつくる ζ とか人切である。

行政としては、鹿鷺炭研修の開催、産業医科大学

の闘設をはじめfFt:民学振興対第をすすめている

さらに、街止色白押.体制の鐙仙充実をd命ずる均合

lζ見逃すことができたい問題として、労働者数が

5 0人未尚の.. J~:た閣における辺政官理の充実の問

題がある。

ζれらの'-sNiんは、労基法適用事業場総数の

9 6. 5旬、全労島-ti紋の55.2%を占めτいるに

もかかわらず、労働衛生信-匁体制の確立は、企業

基mがぜい弱である ζ と、労使の位脱立識が必ず

しも高くないζ とでFのPll白から、全くの立遅れを

見せている。 ζのような!日j却に対する対応として

は、適切なfflW診断、ほ境刷定および実ー常;所見者

lζ対する俄blH行却を行う ζとができ、さらに健康

診断の結*および持続制定の結果に扶づき、事業

土・I[対し、必設・な継康管Pl!t古-凶および払i境改苔，措

置を必ずべさことを儲得、勧告する ζ とができる

企業外の労働仰J&:機|均のFにより適切な健康管皮

の確保を凶るのも一つの)j法であろう。そのよ う

な考え}jのもとに、本年 10月 1I:lから、中小企

業労働者健様世PI!lJ玉栄助成制度を発起させたと ζ

ろであり、ζれらにより、中小本総会xの健康管

理か充実し、ζれらの企業に伽く労働者の健康の

縫保治組られるとともに、良質な企業外の労働衛

生綴聞が充実されて行くととを期待したい。
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光 市の大気汚染 502 S. 32. 1. 5 

¥t間g¥所よ¥く項¥目目¥令制定|以 前 lI松 低 lI測定日数 E:I 'f-均 緩 急 時 月平均吋 IPI I JIO 最盛倒敬 m 
it"1 "51 o. '0 7 3 I O. '0 0 7 I 2 6 I ~ o. 0 3 '4 I ，."， 0 0.025 哨 66 0.025 

役Q_91 O. 0 6 9 I O. 0 0 9 I 2 6 ' O. 0 2 9 0 0.023 
H時 4月 702 O. 07 6 0.0 1 3 2 9 O. 036 。 0.024 

51l 718 0.09 0 0.0 1 3 3 0 O. 04 2 。 0.025 
6 6 1 0.046 O. 00 5 2 5 0.02 3 。 0.0 1 4 

浅 663 0.04 0 0.005 28 O. 022 。 0.0 1 3 

34刀R 
7 2 1 O. 08 0 O. 005 30 O. 020 。 0.0 1 4 

江 708 0.057 0.006 3 0 0.024 。 0.0 1 6 

一 51月J] 
712 O. 057 0.007 2 8 O. 025 。 0.0 1 7 
707 0.028 0.004 29 0.0 1 5 。 0.0 1 0 

一 2_l1 67 1 0.053 0.003 28 0.026 。 0.0 1 5 
3月 73 5 0.044 0.005 30 0.0 1 6 。 0.0 1 2 

品 4月 7 09 0.05 1 0.006 30 0.022 。 0.0 1 4 
5且 7 37 0.06 1 0.007 3 1 0.027 。 0.0 1 7 
l月 725 0.029 I 0.00 1 29 O. 0 1 1 。 0.006 

九...1ll 670 0.032 0.00 1 28 0.0 1 0 。
ー

0.006 

Z42 E ←743 0.049 0.00 1 3 1 0.009 。 0.006 
IlJ 6942 4 

0.037 0.00 1 27 0.0 1 2 。 0.006 
5月 6 5 0.039 0.002 

24十すす子 1
。 0.008 

1J} Q_] 4 _j 0.07 3 0.003 26 I O. 0 1 8 。 0.0 1 2 
E主-、 2月 665 1 0.05 1 0.002 I 28 ム上ーJ0Z.320 . 

。 0.0 1 2 

日27 34 ! 0.06 1 0.002 30 017 。 0.009 
積 719 0.044 0.00 1 3 0 0.0 1 8 。 0.009 

5月 7 42 0.04 6 0.002 3 1 0.02 1 。 0.0 1 0 

間
668 0.02 7 0.002 25 0.0 1 4 。 0.009 

虫E 567 0.05 4 0.00 1 22 O. 0 1 1 。 0.007 
ケ 636 0.042 0.0 02 2 5 0.0 1 4 。 0.00 7 
任 4Ji 632 0.030 0.0 02 26 0.0 1 6 。 O. 0 1 1 

5 JJ 7 4 3 0.04 1 0.004 3 1 0.0 1 8 。 O. 0 1 2 
原境法律;段、I~均(，自が 0.040 JlPll 以下でありかっ

1 1/剥制値が O.l ~以下である乙と

あとがき の攻防となろう。

中央社会保険仮説1協議会は全員恕談会を開きいよ 秋の蚊のほのかに見えて

いよ~磁î~改定問題について審議を開始する、 厚生 なきにけり <!l.減J

行11当幽フリートーキングを行い機を見て医療費引

き上げの諮問案を出すもようである。主主行して審議

される儲科反彼己!(~f:lJo'.íiの決着、 臨時国会における

「健保法改止策jさらに医徐保険制度の銀本的見直

し問題などもからんで、諸問 ・答申の時期は緩めて

流動的であり尿検~~I き上げが年内に決支るかどう

か微妙なfr'J勢であり、 fIH::!iの引き上げ幅は二ケタ台

楚 lr 所 .1(;，，，小 l培 ~IJl 633σ: lHl，<;院内
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